
 

 

 

 

 

 

 

  

     第７７回体育祭、地域学校、新たにチーム武里中の挑戦、進化へ 
校長 三浦 裕  

  
この時期、地域では農家の方々が田植作業の準備を丁寧に行う姿、本校藤棚には鮮やか

な藤の花が咲き、草花も輝きを放ち、皆に新しい息吹、潤い、元気を与えてくれています。

令和５年度がスタートし、早１カ月となりました。４月、新たな始まりから学年・仲間、生

徒間の交流、学習、生活、各行事や部活動も１年生の本入部も終了、様々な始動とともに期

待を感じています。また４月下旬の各学年学級の授業参観・保護者会（学級懇談等）、部活

動保護者会では、ご多用の中に多くの保護者の皆様にご来校いただきまして誠にありがと

うございました。感染症の状況も落ち着きがありますが油断せず確実かつその場その時の

感染症対策と行動を皆で行い、学校・家庭及び地域によるチーム武里中の「協育」にて生徒

第一の本校教育活動を前に進めてまいる所存であります。 

 ５月、まさに「文武両道」の武里中学校にとって「すべてはつながる、すべてをつなげる、

その時のために」新たな挑戦の月と考えます。それは、第７７回体育祭にあたり「決意と挑

戦そして経験・進化」に向かうからです。過日、体育祭オリエンテーションが生徒主体に開

かれ、今回に臨むにあたっての時間・場が持たれました。私も話をさせていただく機会があ

り体育祭の意義と思い・願い、コロナ禍の経験から結束・創造そして感動の第７７回体育祭

への期待をお話しました。生徒主体、取組や創り上げること、そこには一人一人がこの体育

祭という舞台でチームを意識し心と力を尽くす、すなわち「気持ち・心・力」を尽くす軌跡

と奇跡、感動を得てほしいということです。また、武里中は「地域学校」であり家庭や地域・

人の支えがあって在る、ぜひ皆が応援し合う、いただく、元気を与え合う、感謝の場として

の体育祭を実現してほしいとも伝えた次第です。人が織り成すことで大切な心や考え方は

じめ価値を実感してほしいですし、それが地域学校の意義・素晴らしさであると私は常々

考えています。勿論、体育祭のみに全力だけでなく学級・学年その他の日々をつなぎ、皆が

授業や諸活動の中で「何ができるか」「どう工夫するか、心を１つにしていくか」それを高

めながら積み上げること、仲間同士、先輩と後輩が伝え合う、感じ合う、行動していくこと

がその日、その時につながることを付け加えたいと思います。体育祭スローガン達成へ、当

日まで生徒主体に学校一丸で取り組んでまいりますので保護者の皆様には、ぜひ当日筋書

きのないドラマなる体育祭にお越しいただきたいと思います。ゴルフ世界メジャー大会「マ

スターズ大会」で８５年目で日本人初、１０年目の挑戦で見事優勝した松山秀樹選手の言

葉です。「目標実現へ、やってやる、やってみせる、やれるという気持ち（志）を持ち続け

ることと、どんな経験も力と捉えれば練習を含め進化し続けていくことを信じている、仲

間や周りの支え、応援にも感謝をしています。」と。 

 結びに、今年度から「部活動に関連し２大会前２週間以外は朝練習は行わない。原則登校

７時４５分から８時１０分」へ変更しました。今後もメール配信・ＨＰ、各種だより、また

ご来校いただく機会等を充実し、健康で安全・安心の本校教育、環境の発展に努めてまいり

ます。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

 

 

https://schit.net/kasukabe/jhtakesato/ 

美しく よさやとりえを伸ばし 瞳輝く学校 

春日部市立武里中学校 令和５年５月１日発行 ５月号 

武里中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１０日、新入生１７０名が武里中の仲間入りをしました。緊張感の漂う中でもしっかりとした

態度で臨む新入生の姿がありました。「よさやとりえ」を伸ばせるよう、３年間頑張りましょう！ 

 

 

 

 

体育祭練習が始まりだします。熱中症の心配も考えられる季節に入ります。 

水筒には普段よりも多い量をご準備いただき、こまめに水分補給をすることを

ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

「情報モラル教室」から学んだこと 

４月２７日（木）に全学年が参加してオンラインで情報モラル教室が行われました。 

講師のＮＰＯ法人イー・エルダーの臼倉登貴雄様から情報モラルの話を聞き、インター

ネットの安心安全な使い方について学びました。自分自身や周りの仲間を知らず知らず

のうちに傷つけないためにも、今回学んだことを今後の生活に役立ててください。近年

では中学生でもスマートフォンを持つことが多くなってきました。ご家庭でもスマート

フォンやＳＮＳの使い方について再度話し合う機会を設けていただきたいと思います。 

＜生徒の感想＞ 

・今回の話を聞いてインターネットにはとても便利な面がたくさんあるけれど、使い方

を間違えるとネット依存になってしまったり、犯罪やいじめにつながったりするなど、と

ても危険なことがあると改めて分かりました。 

・現在の私の生活にはスマホは必要不可欠な物となっています。ネットいじめをつくら

ない、巻き込まれないためにも、自分や周りの人たちができるルールをつくって事前に防

止していきたいと思います。安全に正しくインターネットを利用していきたいです。 

 



☆ ５月と６月の主な行事予定 ☆   完全下校時刻 ５月・６月 １８：００ 

日 曜 ５月の行事 日 曜 ６月の行事 

1 月 専門委員会②（体育祭関係） 1 木 生徒朝会（壮行会） 

2 火  2 金 専門委員会 内科検診（3-4・5） 

3 水 憲法記念日 3 土  

4 木 みどりの日 4 日  

5 金 こどもの日 5 月 尿検査（２次） 

6 土  6 火 学校総合体育大会集中日（給食なし） 

7 日  7 水 〃   集中日（給食なし） 

8 月 前期教育実習開始 内科検診（1-4・5・3-1） 8 木     〃  （男バレ） 

9 火 生徒朝会 9 金     〃  （男バレ・バド） 

10 水 県学力・学習状況調査 ⑤体育祭全体練習 10 土  

11 木 水曜日授業 眼科検診（１・３年生） 11 日  

12 金 内科検診（２年・1-1～3） 12 月  

13 土                      諸活動停止 13 火  

14 日  14 水 開校記念日 

15 月  15 木  

16 火 内科検診（特支・3-2・3） 16 金 東部地区学力検査（３年） 

17 水 ＰＴＡ総会・部活動育成会総会（書面開催） 17 土  

18 木 第１回評価テスト 18 日  

19 金 心臓検査（１年） 尿検査（１次） 19 月 放課後諸活動なし 

20 土  20 火 木曜日授業 ⑤⑥生徒総会 

21 日  21 水  

22 月 尿検査（１次）予備 22 木 火曜日授業 学校総合体育大会（陸上） 

23 火 短縮３時間 給食なし 部活動なし 23 金 学校総合体育大会（陸上） 

24 水 体育祭予行 24 土 代表決定戦      諸活動停止 

25 木 通信陸上  25 日  

26 金 〃  体育祭準備（午後） 26 月  

27 土 体育祭 27 火 木曜日授業 

28 日  28 水 学校総合体育大会（水泳） 

29 月 振替休日 29 木 第２回評価テスト 

30 火 体育祭予備日 30 金    〃   ３年修学旅行事前集会 

31 水   〃    

※５月１日（月）現在の予定です。変更の場合は、学校からの通知文、配信メール、学校ホーム

ページ等でお知らせします。 



【避難訓練】 

  ４月１３日（木）に関東地方で震度６強の地震が発生し、校庭へ避難する想定

で、全校生徒が参加した避難訓練が行われました。訓練では、誰一人話をせずに

素早く移動することができました。避難訓練を通して、災害時の危険を予測し、

回避する行動を改めて確認することができました。いつ起きてもおかしくないと

言われている大地震に対して「自分の命は自分で守る」という意識は常に持って

いる必要があります。ご家庭でも話題にしてください。 

 

 

 

 

 

 

【全国学力・学習状況調査】 

４月１８日（火）と４月１９日（水）に３学年では全国学力・学習状況調査が

行われました。「テスト」ではなく「調査」になります。問題構成は知識・技能

を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力等の単に記憶しただけではない 

「未知の課題」が問われる工夫されたものとなって 

います。今後、生徒たちは「答えのない未来」を生 

き抜いていきます。そのような時に発揮される力に 

なるはずです。全国学力・学習状況調査にはテスト 

とはちがう意味が込められています。 

 

【授業参観・保護者会】 

４月２０日（木）に１学年と特別支援学級、２１日（金）に２学年、２４日（月）

に３学年とそれぞれ授業参観と保護者会が行われました。保護者の方に普段の生

徒の学びの様子や武里中の日々の姿を感じていただくことができました。今後も

学校と家庭が手を取り合うことが、お子様の健全な成長につながります。今後と

もご支援ご鞭撻よろしくお願いいたします。 

 

 

  

 

 

 


